
　　　　　　　　　　　　　　

2017 年 10 月 17 日から 10 月 22 日、さいたま市プラザノースで、精神障がいなどをかかえた親とその子どもを
応援する「NPO 法人ぷるすあるは」の 3 回目の原画展を行いました。 

前回同様、ぷるすあるはの活動の全貌を紹介し、来場者も制作を体験できる創作コーナーを設けました。
看護師であり、すべての制作を担当するチアキ。今回はダンボールを使った立体作品のライブペインティングに挑
戦しました。コンセプトは、大人に頼れない中で日々生きている子どもへ向けた冊子「生きる冒険地図（非売品）」
の主人公 MIRU と IRU が暮らす街を作ろう。大人が本気で創作を楽しむ、そんな企画でした。
会場は、今までで一番大きなスペースとなり、多くの作品や絵本をゆっくりとみていただけました。なんでも自由
に作って塗ってちらかして ok の創作コーナーは、子どもから大人まで、夢中になって楽しんでいただけました。
雨の日がつづくなか、たくさんの子どもたちをふくめ、過去 2 回を上回る延べ 400 人をこえる方に、お越しいた
だきました。

ご支援いただいた SOMPO ホールディングス「SOMPO ちきゅう倶楽部社会貢献ファンド」さま、ありがとうござ
いました。
ご来場いただいたみなさま、本原画展の開催にあたって、お力をいただいた全てのみなさまへ、ありがとうござ
いました。第 4 弾、また新たな企画をできるように、こつこつ活動をつづけていきます。

NPO 法人ぷるすあるは　細尾ちあき、北野陽子、スタッフ一同
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A　ライブダンボール工作　会期中、自由につくり続けました
B　情報コーナー　精神障がいや子ども支援の情報を集約
C　創作コーナー　ぬり絵、工作、ハンコ、シール etc 大盛況

D　絵本の展示販売、奥に広がるのは絵本の原画の世界
E　会場の入り口のディスプレイ　スキのカケラを集めて
F　子どもたちの顔シリーズ
G　第 2 回原画展の巨大ライブペイント作品　180×405cm
H　MIRU と IRU の住む街　見るようとしなければ見えない子どもたち
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2017 年 10 月 17 日（火）
  ～ 22 日（日）10 時 -18 時　
※20( 金 )、21( 土 ) は 21 時まで　
さいたま市プラザノース 2F　
ノースギャラリー 1

ぷるすあるはのチアキの
アイデアが生まれるところ 

子どものきもち
絵本原画展part3

子ども時間　2017

子どもは天使？

子どもだって天使 ばかりじゃ

いられない

子どもが子どもでいられる時間

天使の役割なんか忘れて

大人の期待なんかさよなら

子どもでいられる時間は

子どものもの

生きるエネルギーに変換して

飛び立てデビルエンジェル

展示内容

絵本原画、描き下ろし作品展示、
絵本・活動紹介パネル展示、創作
コーナー、ライブペインティング　
ほか　

企画

①チアキのライブペインティング
　10/19( 木 ) 以外の 5 日間

②ミニギャラリートーク & 朗読会
　18( 水 )14 時／ 20( 金 )19 時
　21( 土 )11 時／ 22( 日 )16 時
　時間およそ 45 分間　申し込み不要

③創作コーナー（会期中オープン）
　人気コーナー「ぬりえ・消し　
　ゴムハンコ・豆本づくり」 

＊JR 土呂駅西口から
「ステラタウン行き」無料シャトルバス運行中

＊ニューシャトル（埼玉新都市交通伊奈線）
「加茂宮駅」下車、徒歩約 5 分

＊JR 東北本線（宇都宮線）
「土呂駅」下車、徒歩約 15 分

＊大宮駅より東武バス「北区役所前」
＊市コミュニティバス北区ルート「北区役所」（平日のみ）

埼玉
りそな

ニューシャトル
加茂宮駅

35

鉄道博物館駅
大宮方面

▼

植竹
中学校

県立
ろう学校

ステラ
タウンプラザ

ノース

164

17

JR 宇都宮線
土呂駅

大宮駅
東京方面

▼

N

ノースギャラリー 1
さいたま市プラザノース 2F
さいたま市北区宮原町 1-852-1

https://pulusualuha.or.jp/

こころの不調をかかえた親とその子どもを
絵本やウェブサイトで応援しています。
制作担当のチアキは精神科の看護師。
著書に「家族のこころ
の病気を子どもに伝え
る絵本」シリーズ

（ゆまに書房）ほか
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